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2018 年度 最終１月東大本番レベル模試 地理 採点基準 

 

１ 単答記述問題 

誤字，脱字，漢字間違いは０点。 

 

２ 論述問題 

①「設問別加点基準」に基づき加点する。また，その他各問題の主旨に適した解答にも適宜加点する。

ただし，満点を超える得点は与えない。 

② 以下の「共通減点基準」に基づき減点する。 

 

３ 共通減点基準 

① 加点要素における誤字・脱字および漢字の間違いは１点減点。 

② 下線の付け忘れは（１つの設問につき）１点減点。 

③ 指定用語不使用は１点減点。 

④ 字数オーバーは１点減点。 

 

＊減点しなくていい要素，その他の注意 

① 地理用語に関して，漢字の新字体／旧字体や，スロヴェニア⇔スロベニア，パキスタン⇔パーキス

ターンといったカタカナ表記の通念の範囲内での異体に関しては減点はしない。 

② 加点要素以外で誤った記述があった場合，その部分は０点だが，減点はしない。 

③ 加点項目は内容的に整合性が取れていればよく，字句の順序や表現は必ずしも完全に一致していな

くてもよい。 

④ 文章が未完のものも減点しない。 

 

４ 採点記号について  

 

１．＜□□□□＞ 加点ポイント 

２．□□□□× 事実に誤認あり 

３．□□✔□□ 誤字あり／脱字あり 
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５ 設問別加点基準 

１）     部分は必須キーワードであり，この表現がなければ当該加点ポイントにおける加点は

しない。その他は同義であれば加点する。 

２）○○／△△ は「○○でも△△でも可」を意味する。 

３）「②（①の説明として）」は，加点ポイント①を正解していなくても，加点ポイント②に該当す

れば加点する。 

 

第１問 

設問Ａ 

⑴ 2点 

⒞－インド  ⒟－アメリカ合衆国／アメリカ  ⒠－中国  ⒡－ロシア 

※4個正解 →2点 1～3個正解 →1点 0個正解 →0点 

 

⑵ 2点 

(ア)－サウジアラビア  (イ)－イラク  (ウ)－カナダ  (エ)－ベネズエラ 

※4個正解 →2点 1～3個正解 →1点 0個正解 →0点 

 

⑶ 3点 

ａ国は輸送毎に多額の費用を要するタンカーで遠方から輸送し，ｂ国は建設以後の費用が小さいパイプ

ラインで近隣から輸送する点。（2行） 

【加点ポイント】 

①ａ国（日本）はタンカー／船／海上輸送 で，ｂ国（ドイツ）はパイプラインで輸送する →1点  

②タンカーよりパイプラインの方が費用が小さい →1点 

 （費用について タンカー＞パイプライン であることがわかれば可） 

③ａ国は遠距離の，ｂ国は近距離の輸送である → 1点 

 （輸送距離について ａ国＞ｂ国 であることがわかれば可） 

 

⑷ 3点 

ｄ国ではシェールオイルの開発が進み，国内生産量が急増した。ｅ国では経済発展による国内需要拡大

に応じて輸入量が急増した。（2行） 

【加点ポイント】 

★⑴で「⒟－アメリカ合衆国」と「⒠－中国」を正解していることが加点の前提 

①ｄ国では生産量が増加し，ｅ国では輸入量が増加した。 →1点 

②ｄ国では，シェールオイルの開発／オイルシェールからの採油／頁岩からの採油 が進んだ →1点  

③ｅ国では，経済発展により原油の国内需要（消費量）が拡大した →1点 
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設問Ｂ 

4点 [指定語句]  義務 途上国 目標  3つ全て 下線付きで使用 

京都議定書は先進国のみに温室効果ガスの削減義務を課したが，途上国の温室効果ガスの排出量増加で

有効性が低下した。そのため，パリ協定はすべての国に罰則のない排出量削減目標を定めた。（3行） 

【加点ポイント】（  下線の付け忘れは，いくつあっても１点減点 ） 

①（京都議定書について）先進国が対象／途上国（発展途上国）は対象外 →1点 

②（京都議定書について）温室効果ガス(二酸化炭素)の削減義務を課した →1点 

③（パリ協定ついて）すべての国が対象／途上国も対象 →1点  

④（パリ協定ついて）温室効果ガス(二酸化炭素)の削減目標を課した →1点 

 

設問Ｃ 

⑴ 3点 

高温高圧の熱水や水蒸気が地下から容易に得られる地域であり，いずれもプレート境界の新期造山帯に

あり，火山のある国である。（2行） 

【加点ポイント】 

①（地熱発電のメカニズムに関連して）地下から 高温高圧の熱水／水蒸気が得られる →1点 

  （地下から得られる熱水や水蒸気でタービンを回して発電する仕組みがうかがえれば可） 

②（自然的特徴として）火山がある →1点 

③（②の背景として）新期造山帯に属する／プレート境界に位置する →1点 

 

⑵ 3点 

発電適地が開発規制の対象となる国立公園内に多く，温泉枯渇や景観悪化を懸念する地元の観光業者か

らの建設反対が根強いこと。（2行） 

【加点ポイント】 

①（発電適地について）国立公園内／国定公園内 に多い →1点 

②（①について）開発規制の対象となる →1点 

③観光業者の反対が多い／温泉枯渇の可能性がある／景観悪化が懸念される →1点 
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第２問 

設問Ａ 

⑴ 2点  

ア－アメリカ合衆国  イ－ドイツ  ウ－中国  エ－イギリス 

※4個正解 →2点 1～3個正解 →1点 0個正解 →0点 

 

⑵ 4点 

貨物輸送はアメリカ合衆国で起きた金融危機による世界的不況で停滞し，旅客輸送は格安航空会社の輸

送網拡大により増加したから。（2行） 

【加点ポイント】 

①（貨物輸送量停滞について）金融危機／リーマンショックによる →2点 

②（旅客輸送量増大について）格安航空会社／ＬＣＣの拡大による →2点 

 

⑶ 3点 

広い国土に都市が分散するため旅客では航空輸送が優位だが，産業では航空輸送に適さない地下資源の

輸出への依存度が高いから。（2行） 

【加点ポイント】  

①（旅客について）国土が広いため，旅客の航空輸送が多い →1点    

②（貨物について）地下資源／鉱産資源／鉄鉱石／石炭／原油／天然ガス／穀物  

の輸送（輸出）が多い →1点 

③（②について）航空輸送に適さない →1点 

 

 

設問Ｂ 

⑴ 2点  

東南アジアのハブ空港として積み替え貨物を多く取り扱うから。（1行） 

【加点ポイント】 

①ハブ空港である →1点 

②積み替え貨物が多い／他国から他国への貨物の経由地となる／ＡＳＥＡＮの水平分業の拠点である 

→1点 

 

⑵ 3点 

シンガポールでは高度な加工工業が発達しており，重量単価の安い素材や部品を輸入し，重量単価の高

い製品を輸出しているため。（2行） 

【加点ポイント】 

①（シンガポールは）工業が発達／加工貿易が盛ん →1点 

②（①について）安い素材／原料／部品を輸入し，（加工して）高い製品を輸出する →2点 
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設問Ｃ 

⑴ 完答 2点 

⒜－日本  ⒝－アメリカ合衆国  ⒞－中国 

 

⑵ 4点 [指定語句]  インバウンド 体験 日用品  3つ全て 下線付きで使用 

ｃ国からａ国への観光客による爆買いと称される日用品や電気製品の購入が越境ＥＣに代替され，ａ国

のインバウンド観光ではコト消費に対応する体験型商品やサービスの提供拡充が不可欠となる。（3行） 

★⑴を正解していることが加点の前提 

【加点ポイント】（  下線の付け忘れは，いくつあっても１点減点 ） 

①（ｃ国からａ国への観光客について）以前は日用品や電気製品の爆買いが多かった →1点  

②（①について）越境ＥＣに代替された →1点 

（※①②あわせて「ｃ国内でａ国の日用品などを（越境ＥＣで）購入する人が増えた」→2点） 

③・ａ国のインバウンド観光は，体験型などコト消費の提供が必要となる  

 ・ａ国のインバウンド対策として，体験型観光／体験ツアーを提供する 

 ・ａ国では，インバウンド向けの体験ツアー／文化体験型の商品なども増えている 

 ・ａ国のインバウンド消費への対策として，モノではない体験などへのサービス提供が求められる 

など →2点 

 （※「インバウンド」を「訪日外国人客・訪日観光客の観光行動」の意で正しく使い， 

「体験」による消費を促すことが書かれていれば，2点 加点する） 
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第３問 

設問Ａ 

⑴ 2点 

ア－ロシア  イ－日本  ウ－ギリシャ  エ－デンマーク 

※4個正解 →2点 1～3個正解 →1点 0個正解 →0点 

 

⑵ 3 点  

第二次世界大戦の直後，戦時中の出産控えの反動で出生数が急増したが，その頃生まれた世代が成長し，

出産適齢期に達したため。（2行） 

【加点ポイント】 

★⑴で「イ－日本」を正解していることが加点の前提 

①第二次世界大戦の直後に出生数が急増した／第二次世界大戦直後に第 1次ベビーブームが起きた 

／第二次世界大戦直後に団塊の世代が生まれた               →2点 

（「戦後」という時期が明示されていなければ，1点のみ加点） 

② ①の世代が成長し出産適齢期となった／第 2次ベビーブームが起きた 

／①が親になる時期だった                       →1点 

 

⑶ 2点  

財政危機に伴う公的支出の削減で景気が低迷し，出産数が減った。（1行） 

【加点ポイント】 

★⑴で「ウ－ギリシャ」を正解していることが加点の前提 

①景気が低迷した／不況になった／国民の生活が苦しくなった／失業者が増えた →1点  

②（①の要因として）財政危機／緊縮財政／公的支出の削減／公共事業の縮小／公務員の給与削減 

 →1点 

 

⑷ 3点 

育児休業制度や公的な保育サービスを充実させたことで，両親が仕事と育児を両立しやすくなり，少子

化に歯止めがかかったため。（2行） 

【加点ポイント】 

★⑴で「エ－デンマーク」を正解していることが加点の前提 

①少子化に歯止めがかかった／出生数が増えた →1点 

②（①の理由として） 

・育児休業制度の充実／育児休暇がとりやすくなった（※「産休」では不可） 

・保育サービスの充実／保育園の増加／時間外保育の充実 

・労働時間の短縮（保育園への送迎をしやすくするため） 

・教育費の無償化 

                              → ・1つ 1点 2点まで      
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設問Ｂ 

⑴ 2 点  

Ａ－ベルリン  Ｂ－ロンドン  Ｃ－パリ  Ｄ－東京 

※4個正解 →2点 1～3個正解 →1点 0個正解 →0点 

 

⑵ 1 点 

ベルリンの壁崩壊とドイツの再統一により都市の分断が解消した。（1行） 

【加点ポイント】 

★⑴で「Ａ－ベルリン」を正解していることが加点の前提 

①東西ドイツの統一／ベルリンの壁崩壊／西ベルリンと東ベルリンの統合 →1点 

 

⑶ 3点 

市街地の無秩序な拡大を防止するための緑地帯が設けられ，その外側に建設されたニュータウンなどへ

の人口の分散が進んだこと。（2行） 

【加点ポイント】 

★⑴で「Ｂ－ロンドン」を正解していることが加点の前提 

①ニュータウンが建設された／ニュータウンへ人口が流出した →1点 

②（①に関連して） 

 ・緑地帯（グリーンベルト）が設けられた ／ニュータウンはグリーンベルトの外に建設された 

 ・市街地の無秩序な拡大が防止された 

 ・（緑地帯やニュータウン建設は）大ロンドン計画による 

 ・ニュータウンは職住近接である／ニュータウン内にオフィスや工場なども建設された 

                                  → ・1つ 1点 2点まで  

 

 

   （次ページに続く） 
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⑷ 4点 [指定語句]  コミュニケーション シンガポール ホンコン        

3つ全て 下線付きで使用 

東京では英語でコミュニケーションがとりにくいため，旧イギリス植民地で英語が通じやすく，成長著

しい中国と民族的関係が深いシンガポールやホンコンにアジアの統括機能を移す企業が増えた。（3行） 

【加点ポイント】（  下線の付け忘れは，いくつあっても１点減点 ） 

★⑴で「Ｄ－東京」を正解していることが加点の前提 

① シンガポールやホンコンにアジアの統括機能を移す企業が増えた 

／国際金融センターとしての機能がシンガポールやホンコンに移った 

  ／シンガポールやホンコンの都市の地位が上がっている          →1点 

②（①の理由として） 

・東京では英語でコミュニケーションがとりにくい／東京では英語が通じにくい 

           ／日本では英語を話せない人が多い            

 ・シンガポールやホンコンは，英語でコミュニケーションを取りやすい 

               ／英語を公用語としている／英語を話す人が多い  

 ・シンガポールやホンコンは，中国と民族的関係が深い／中国系の人が多い／中国語が公用語である 

               ／成長著しい中国との取引がスムーズである    

 ・シンガポールやホンコンは，東京より税金が安い／ハブ空港が発達する 

                                → ・1つ 1点 3点まで 


